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市
街
地
か
ら
四
王
寺
山
を
見
上
げ
る

と
、
中
腹
に
ぽ
つ
り
と
突
き
出
た
平
地
が

見
え
ま
す
。
戦
国
時
代
の
山
城
岩
屋
城
跡

で
、
豊
後(

現
在
の
大
分
県)

の
戦
国
大

名
大
友
宗
麟
の
家
臣
高
橋
鑑
種
、
紹
運
が

在
城
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
。
特
に
高

橋
紹
運
が
北
上
す
る
薩
摩
の
島
津
氏
を
迎

え
撃
っ
た
天
正

14(

１
５
８
６)

年
の
「
岩

屋
城
の
戦
い
」
は
戦
国
屈
指
の
激
戦
と
し

て
有
名
で
、
紹
運
以
下
城
兵
約
７
０
０
人

が
散
っ
た
様
子
は
豊
臣
秀
吉
に
「
乱
世
に

咲
い
た
華
の
よ
う
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
た

と
伝
わ
り
ま
す
。

岩
屋
城
は
江
戸
時
代
の
軍
記
や
地
誌
の

影
響
か
、
高
橋
鑑
種
が
築
城
し
た
と
か
、
宝

満
城
の
支
城
だ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
同
時
代
史
料
を
確
認
す
る
と
文
明

10
(
１
４
７
８
)
年
に
周
防･

長
門(

現
在

の
山
口
県)

の
戦
国
大
名
大
内
氏
の
家
臣

相
良
正
任
が
記
し
た
「
正
任
記
」
に
そ
の
名

が
見
え
、
御
笠
郡
支
配
の
拠
点
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
大
内
氏
は
筑
前
国

支
配
を
進
め
て
お
り
、
博
多
か
ら
筑
紫
平

野
ま
で
見
渡
せ
る
岩
屋
城
は
拠
点
と
し
て

最
適
な
場
所
で
し
た
。

ま
た
、
宝
満
山
山
頂
に
位
置
す
る
宝
満

城
は
永
禄
７
(
１
５
６
４
)
年
頃
か
ら
史
料

上
で
確
認
で
き
、
太
宰
府
地
域
で
は
岩
屋

城
が
も
と
も
と
利
用
さ
れ
て
お
り
、
後
に

宝
満
城
が
築
か
れ
本
格
的
な
拠
点
と
な

り
、
岩
屋
城
は
支
城
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
内
氏
時
代
の
天
文
４
(
１
５
３
５
)
年
に

は
、
武
家
故
実
の
伝
授
を
求
め
て
平
戸
松

浦
氏
の
家
臣
籠
手
田
定
経
が
岩
屋
城
の
飯

田
興
秀
を
訪
ね
て
お
り
、
単
な
る
軍
事
拠

点
で
は
な
く
、
武
士
同
士
の
文
化
的
交
流

も
み
ら
れ
る
場
所
で
し
た
。

さ
て
、
現
在
の
岩
屋
城
は
平
地
と
な
っ

て
い
る
本
丸
、
そ
の
下
に
二
の
丸
・
三
の

丸
と
続
き
ま
す
が
、
周
辺
も
中
世
山
城
遺

構
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
王
寺
山
山
頂

付
近
に
あ
る
馬
責
は
、
古
代
山
城
大
野
城

の
土
塁
を
利
用
し
た
作
り
に
な
り
、
付
近

に
は
堀
切
も
確
認
で
き
ま
す
。
岩
屋
城
は

大
野
城
の
一
部
を
巧
み
に
取
り
込
ん
で
作

ら
れ
た
城
郭
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

岩
屋
城
は
「
岩
屋
城
の
戦
い
」の
後
、
豊

臣
秀
吉
が
九
州
を
平
定
し
た
こ
と
で
廃
城

と
な
り
そ
の
役
目
を
終
え
ま
す
。
本
丸
跡

は
太
宰
府
市
内
を
一
望
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
晴
れ
た
日
は
耳
納
連
山
ま
で
見
渡
せ

る
絶
好
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
大
内
・
大
友

時
代
の
歴
代
の
岩
屋
城
主
も
見
た
で
あ
ろ

う
雄
大
な
景
色
を
眺
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

文
化
財
課　

木
村 

純
也

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

筑前三笠郡岩谷城図(個人蔵)

岩屋城本丸跡からの景色

岩屋城本丸跡
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「
岩
屋
城
の
歴
史
」

48広報だざいふ 2022.3.1 （令和 4 年）


